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寄贈品 

観察用具 生物顕微鏡       ４台 

実験用具 流水実験器      １０個 

プログラミングスイッチ MESH  ７セット 

メッシュ SH 動きタグ      ８個 

メッシュ SH GPIOタグ      ８個 

メッシュ SH LEDタグ        ８個 

活用状況 

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

生物顕微鏡 

 使用者：５・６年生２４３名 

使用内容：「花粉の観察」「気孔の観察」等における生物の観察  

使用頻度：通年 

 

流水実験器 

使用者：５年生１２５名 

使用内容：「流れる水のはたらき」における流水実験  

使用頻度：単元内で各クラス５時間ずつ 

 

プログラミングスイッチ MESHと各タグ 

使用者：６年生１１８名 

使用内容：「電気の利用」におけるプログラミング学習  

使用頻度：単元内で各クラス４時間ずつ 

申請当初の目的達

成状況 

計画通りかつ有効に活用でき十分に目的を達成している。 

教育的効果につい

て所見等 

寄贈していただいた教材のおかげで、少人数での観察・実験が可能になり、実

験の技能向上や実感を伴った理解につながった。また、流水実験器は同じカー

ブを誰でも何度でも作れるので再現性のある実験が確保され、より科学的な実

験結果を得ることができた。児童の学習に臨む意欲も高かった。 

 



活用状況の写真等（当日の様子など） 

MESH の活用は、本校が所持してい

た分と寄贈していただいた分を合わ

せると、２人に１台使用することがで

き、一人ひとりが十分にプログラミン

グ学習を体験する時間の確保をする

ことができ、より効果的な学習につな

がった。 

今後の見通し・課題 

 MESHだけでなく、顕微鏡や流水実験器を寄贈していただいたおかげで、今後も２人に１

台やグループに１つの実験・観察を行うことができ、より科学的な思考を育てたり、理科

に親しむ児童の育成につながったりしていくと思われる。流水実験器に関しては、曲線器

具でカーブを自分で自由に作ることができるので、「カーブがもっと大きく（小さく）なる

と流れる水のはたらきはどうなっていくのか調べたい」など、本校が大事にしている「自

ら問題を設定し、科学的に解決していく」姿につながっていくと思うので、教員自身も実

験器具を用いて研修を積み、児童の成長を促していきたい。 

 


